
　

　WUWHS の 第 1 回 学 術 会 議 は、

2000年、オーストラリアのメルボルン

で、横断的な創傷全般に関する討議

と専門家間の交流を目的に開催され

ました。残念ながら、日本からは

WUWHS の設立委員会に不参加で

あったため、WUWHS の存在そのも

のや会議の趣旨について知らされて

いませんでした。第1回学術会議期間

中に、投票により第 2 回目の開催国

がフランスのパリに決定しました。

また、学術会議開催者は次回の学術

会議までの理事長として、引き継ぎ

や会の発展に努めることなどが理事

のトロントにて開催された第 3 回世

界 創 傷 治 癒 学 会 連 合 会 議（3rd 

Congress  of  the  World Union of 

W o u n d  H e a l i n g  S o c i e t i e s ,  

WUWHS2008）にて決定されました。

2008年5月に WUWHS2012 の準備委

員会が発足、同年 6 月 6 日の投票日ま

で小生は主に事務方としてお手伝い

をしていました。準備委員会では約 4

年間にわたり、第 4 回学術会議の学会

長である波利井清紀先生や名誉会長

の大浦武彦先生をはじめ、その他の

形成外科もしくは創傷医療に関わる

諸先生方と共に開催にむけて準備を

行ってきました。

　2012 年 9月2～6日、パシフィコ横

浜にて第 4 回世界創傷治癒学会連合

会 議（4th Congress of the World 

Union of Wound Healing Societies, 

WUWHS2012）が世界 52 ヵ国から

3,000 名を超える参加者を迎えて開催

されました（図１）。学術会議の実現

に向け、多くの方々よりご助言とご

提案、ご協力を賜りましたこと感謝

申し上げます。

　WUWHS 学術会議は、4 年に 1 度

開催され、次期開催国は会議の開催

期間中に投票により決定されます。

日本は次期第4回開催国として急遽立

候補することになり、2008 年にカナダ
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会で決められました。その後、2001

年イギリス、2002 年フランスで開催

された理事会にて｢WUWHS は創傷

治癒を実践する上で、教育、研究、

治療を全世界で推進する｣という趣旨

の綱領を発表しました。

　創傷治癒関連の臨床および研究範

囲は非常に幅広く、また各国間ある

いは地域間によって創傷治癒に対する

関心度や主な治療対象が異なります。

そこで、WUWHS では創傷治癒に関

する教育やワークショップ、ハンズオ

ンセミナーなどを通じて、知識や技

能を高めるための場を提供していま

す。

　パリで開催された第 2 回学術会議

からは、日本をはじめとするアジア

諸国からも数百名単位の参加があり、

総数約 5,500名を超える参加者を記録

しています。

　小生は、2004 年の第 2 回学術会議

の 主 催 者 で あ っ た Luc Téot 教 授

（Montpellier大学 形成外科）をはじめ、

関係各位との様々な活動を通じて、

2002年頃から第 2 回学術会議 の準備

状況を視察しました。第2回学術会議

の開催期間中には、第3回学術会議の

開催予定国を決定する投票会が行わ

れ、アジアからは中国が立候補しま

したが、最終的にカナダのトロントに

決まりました。第 3 回学術会議の開

催が北米のカナダに決まったことで、

WUWHS の開催国の国際地域への配

慮が高くなった印象があります。そこ

で、第 4 回学術会議の開催を日本に、

との意向が国内外で高まりました。

　候補地は日本（横浜）の他に中国（北

京）、南アフリカ共和国（ケープタウ

ン）、トルコ（アンタルヤ）の 4ヵ国

（ 4 都 市）で、各 国 15 分 ず つ の

presentation を行いました。地理的に

はいずれの候補地にも可能性がある

と思われました。質疑応答の後、電子

投票を行った結果、横浜 32 票、ケープ

タウン 20 票、北京 2 票、アンタルヤ 0

票で、「横浜に決まった！」と喜んで

おりました。しかし、なぜか司会進行

の Gary Sibbald 先生が「上位 2候補

地で決選投票を行う」と宣言したた

め、横浜とケープタウンで決選投票

となり、2 回目の投票では横浜 29 票、

ケープタウン 23 票と僅少差となりま

した。

　

　WUWHS 学術会議の主な開催目的

は、会議を通じて世界中の参加団体

との親睦を深め、情報を共有するこ

とです。また、学会年会費などは設け

ておらず、名称の最後にあるように、

“union”として比較的緩やかな縛り

で構成されています。

　一方、世界中の創傷・創傷治癒学

会の在籍者のうち、WUWHS の主旨

に賛同する各団体から承認された者

は、general assembly（WUWHS 総会）

への参加が認められます。WUWHS

総会では過去4年間の活動報告や次期

開催国の決定投票が行われます。今回

第4 回学術会議期間中も9月4日に

開催されました。

　WUWHS 自体の活動内容について

は、website でも発信していますが、

共有すべき重要な情報が主であり、

検 討 事 項 の 確 認 や 決 定、報 告 は

executive board（理事会）が発信する

conference call や電子メール会議、対

面での会議などにより行われます。

　WUWHS の理事会は、前回学術会

議の理事長と secretary、次期開催国

の理事長と secretary、treasurer 2

名の合計 6 名で構成されます。

図２  WUWHS General Assembly  
　　　波利井清紀学会長挨拶（左）、司会進行（右）、フィレンツェに決定直後の様子（下）

開催国決定までの経緯

総会の概要

図 1  開会式での主催団体代表者および司会進行の様子
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　WUWHS 総会では、前半に理事長

より過去4年間の活動内容について報

告があり、後半は次期理事長の司会

進行で次期開催国決定のための投票

が行われます。

　2012 年9月4日の総会では、第 3 回

学 術 会 議 の 学 会 長 で あ る Gary 

Sibbald 先生（トロント、カナダ）が

前半の理事長をお務めになり、後半

の次期開催地決定については、第 4 回

学会主催から選出されます。小生は

WUWHS の理事会に入っており、

conference callや電子メール会議に参

加していた経緯から事務総長の立場

で次期理事長（2012年～ 2016 年まで

の一期4年間）として、務めさせていた

だきました。

　Gary Sibbald 先生は、過去 4 年間

に各国国内レベルあるいは国際レベ

ルの様々な会議への WUWHS 介入の

可能性の模索、あるいは WUWHS 共

催のシンポジウムやセミナーなどの

様子について発表されました。小生

が司会を務めた後半では、次期第5回

開催候補であるオーストラリア（ブリス

ベン）とイタリア（フィレンツェ）の

決選投票が行われ、得票総数 60 票

のうち、イタリア 40 票、オーストラリ

ア 20 票で、次期開催国はイタリアに

決定しました（図２）。

　投票権の配分については、投票権

を 持 つ 創 傷 治 癒 団 体（society、

association、council など）認定に

ついて WUWHS 理事会で事前に検討

しています。今回の第 4 回学術会議の

主催団体（hosting societies：日本褥

瘡学会、日本創傷外科学会、日本下

肢救済・足病学会、日本創傷・オス

トミー・失禁管理学会の 4 団体）と共

催団体（supporting societies：国内外

団体）に各 2 票ずつ、WUWHSの理事

会メンバーに各 1 票ずつ、第 4 回学術

会議の主催会長に 1 票が与えられま

した。投票権を有する団体およびそ

の団体の投票予定者は事前にチェッ

クを受け、投票予定者は投票当日に

再度チェックを受けるといった厳重

管理のもと投票は行われます。

　また、世界各団体の WUWHS 共催

団体の承認については、今回の第4回

学術会議の趣旨を理解したうえで、

2012 年 3 月 31 日までに、すなわち、

日本の前年度、2011 年度までに書類

での交換確認が可能であった団体に

決定しました。実際には、この基準

を満たしていない創傷治癒団体の

方々が投票当日に投票権を求めてき

ましたが、内容をご説明し、ご理解

していただいています。

　最終的には、これらの条件を満た

し、WUWHS 総会への参加経験を有

す る 各 団 体 の 代 表 者（2名）と

WUWHS 理事会の総数が 60票となっ

た次第です。投票は二者択一の無記

名投票で行われ、各個人が会場前方

中央のひな壇上の投票箱に投票し、

開票は衆人環視のなか、中立な立会

人として前回学術会議と今回学術会

議の secretary 2名が行いました。

　2012 年 9月4日の WUWHS 総会以

降は、小生が理事長として WUWHS

次期開催までの運営を担当すること

になります。日本から初めてのこと

であり、近年、日本は創傷治癒領域

で目覚ましい発展を遂げているとは

いえ、欧米の歴史に裏打ちされた創

傷治癒の現況と比較して、まだまだ

その素地が完全に醸成されていませ

ん。今後は、発展の余地の大きいア

ジア地区を見据えた世界的な創傷治

癒・治療のネットワークを拡大させ

ていきたいと思います。また、これま

での 2008 年の学会開催権獲得から第

4 回 WUWHS 2012 の学術会議開催

までの4年間にわたり、多くの助言と

提言を与えてくださいました皆様に

改めて感謝申し上げると共に、今後、

WUWHS が発展していくためのご協

力を切にお願い申し上げます。

　第 4 回 WUWHS2012 YOKOHAMA 

JAPAN の ス ロ ー ガ ン は「Better  

Care, Better Life」で、ロゴは世界

と日本との関わりを意識して作られ

ました（図３）。

　学会長の波利井清紀先生のご提案

で、基調色を青とし、日本を浮き出

させるようなデザインになっていま

す。高齢化、高度化が進む医療福祉

の中で、取り扱う 創傷も複雑化し、

一筋縄では解決できないものが多く

あります。そこで、本学術会議のプ

ログラムは、患者さんや医療者間で

の「より良い創傷ケアを通じたより

良い人生・生活」を目指した編成に

なっています。

　9 月 2 日の開会式では、特別講演 I

として三笠宮彬子女王殿下による

「JAPANESE ART : Untold stories」

を、特別講演Ⅱでは東京女子医科大

学 教授 先端生命医 科 学 研究所 所

長、Utah 大 学の岡野光夫教授によ

る iPS 細胞（induced pluripotent 

stem cell）を使った最前線の再生医

療に関するご講演を賜りました。

　開会式直後には WUWHS2012 シン

ポジウムとして、小生とモンペリエ

大学形成外科　Luc Téot 教授による

「Adopting new technology in wound 

care: where are the limits?」と題した

シンポジウムを行いました。このシン

ポジウムの検討事項は、今後 WUWHS

が4年に１度の学術会議を開催するこ

と以上に重要な意義を持つ内容であ

ると考えます。すなわち、世界的な

創傷治癒・治療に携わる研究者や専

門家が今後の創傷治癒研究や創傷治

療材料・製品・薬剤・技術開発にど

のように関わっていくのか、また国

により経済事情や保険償還制度が異

なる中で、WUWHS としてどのよう

に関与・提言・発展させ得るのか、

といった内容について話し合われま

した。

　基調講演として、本学術会議の名

誉会長である大浦武彦先生からは、

褥瘡のずれ応力と圧についてのご講

演 を、Braden Scale で ご 高 名 な

Barbara Braden 先生からはライフ

ワークのご講演を、小説家の乙武 洋匡

氏からは 「Everyone is different, and 

everyone is wonderful」についてご講

演をいただきました。その他、招待

講演として、創傷治癒・治療領域で

著名な9名の先生方からご自身の創傷

に対するこれまでの取り組みを総括

していただきました。
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ジ表 1 参照）、採択されたパネル 271

演題、一般口頭発表 325 演題、ポ

スター 526 演題を stream 内に配分し

ま し た。ま た 米国創 傷 治 癒 学会

（WHS：Wound Healing  Society ）、

ヨーロッパ創傷治癒学会（ETRS：

European Tissue Repair Society）、

血管内治療のパネルを別に設定しま

した。企業枠ではサテライトシンポ

ジウム３社、ランチョンセミナー 18
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の脈管形成について、Harriet Hopf
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いて、Laura Parnell 先生より創傷治

癒の掻痒と新規調整機序について、

ご講演いただきました。

　WHS のもうひとつのパネルであ

る「創傷治 癒の将来」では 、Bob 

Diegelmann 先生から重症損傷に対す

るシステム生 物 学（コンピュータ生

物学）解析について、Helen Byrne 先

生から創傷治癒における理論的観点

からの血管新生について、Patricia 

Hebda 先生から胎児気道粘膜創傷治

癒再生に関する動的網羅的転写産物

検討について、Paul Liu 先生から創
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講演いただきました。
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ついて、Magda Ulrich先生より幹細

胞の瘢痕形成における作用とスカー

レ ス 創 傷 治 癒 に つ い て、Dimitris 

Kletsas 先生より組織再生への応用に

関する間葉系幹細胞の老化について、

Boris Hinz 先生から間葉系幹細胞の

線維化の可能性と危険性について、

ご講演いただきました。もうひとつ

の ETRS パネルでは「創傷感染」を

取り上げ、David Thomas 先生よりバ

イオフィルムの破壊のためのナノ医学

アプローチと多剤耐性創傷病原体の

克服について、Gerrolt Jukema 先生
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　WUWHS 総会では、前半に理事長

より過去4年間の活動内容について報

告があり、後半は次期理事長の司会

進行で次期開催国決定のための投票

が行われます。

　2012 年9月4日の総会では、第 3 回

学 術 会 議 の 学 会 長 で あ る Gary 

Sibbald 先生（トロント、カナダ）が

前半の理事長をお務めになり、後半

の次期開催地決定については、第 4 回

学会主催から選出されます。小生は

WUWHS の理事会に入っており、

conference callや電子メール会議に参

加していた経緯から事務総長の立場

で次期理事長（2012年～ 2016 年まで

の一期4年間）として、務めさせていた

だきました。

　Gary Sibbald 先生は、過去 4 年間

に各国国内レベルあるいは国際レベ

ルの様々な会議への WUWHS 介入の

可能性の模索、あるいは WUWHS 共

催のシンポジウムやセミナーなどの

様子について発表されました。小生

が司会を務めた後半では、次期第5回

開催候補であるオーストラリア（ブリス

ベン）とイタリア（フィレンツェ）の

決選投票が行われ、得票総数 60 票

のうち、イタリア 40 票、オーストラリ

ア 20 票で、次期開催国はイタリアに

決定しました（図２）。

　投票権の配分については、投票権

を 持 つ 創 傷 治 癒 団 体（society、

association、council など）認定に

ついて WUWHS 理事会で事前に検討

しています。今回の第 4 回学術会議の

主催団体（hosting societies：日本褥

瘡学会、日本創傷外科学会、日本下

肢救済・足病学会、日本創傷・オス

トミー・失禁管理学会の 4 団体）と共

催団体（supporting societies：国内外

団体）に各 2 票ずつ、WUWHSの理事

会メンバーに各 1 票ずつ、第 4 回学術

会議の主催会長に 1 票が与えられま

した。投票権を有する団体およびそ

の団体の投票予定者は事前にチェッ

クを受け、投票予定者は投票当日に

再度チェックを受けるといった厳重

管理のもと投票は行われます。
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2012 年 3 月 31 日までに、すなわち、

日本の前年度、2011 年度までに書類
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を満たしていない創傷治癒団体の

方々が投票当日に投票権を求めてき
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名投票で行われ、各個人が会場前方

中央のひな壇上の投票箱に投票し、

開票は衆人環視のなか、中立な立会
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議の secretary 2名が行いました。
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になります。日本から初めてのこと
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で目覚ましい発展を遂げているとは

いえ、欧米の歴史に裏打ちされた創

傷治癒の現況と比較して、まだまだ

その素地が完全に醸成されていませ
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ジア地区を見据えた世界的な創傷治
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での 2008 年の学会開催権獲得から第

4 回 WUWHS 2012 の学術会議開催

までの4年間にわたり、多くの助言と

提言を与えてくださいました皆様に

改めて感謝申し上げると共に、今後、

WUWHS が発展していくためのご協

力を切にお願い申し上げます。

　第 4 回 WUWHS2012 YOKOHAMA 

JAPAN の ス ロ ー ガ ン は「Better  

Care, Better Life」で、ロゴは世界
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　本会の特別講演Ⅰは三笠宮彬子

女王殿下による“JAPANESE ART: 

Untold stories”であった。彬子女王

殿下はオックスフォード大学にご留学

され、Japanese art に研鑚を積まれて

おり、お話は我々日本人にとって興味

深いものであったが、海外の参加者も、

殊の外、深い感銘を受けたようで

あった。

　2012 年 9 月2～6日の 5 日間にわた

り、第 4 回世界創傷治癒学会連合会

議（ 4th Congress  of  the World 

Union of Wound Healing Societies, 

WUWHS2012）がパシフィコ横浜に

おいて開催され、世界 5ヵ国から医師、

看護師、栄養士、薬剤師などおよそ

3,500人が参加した。

　創傷は外傷や手術創、熱傷などの

急性創傷、糖尿病や閉塞性動脈硬化

症による潰瘍（末梢動脈疾患）、褥瘡

といった慢性創傷など多様であり、そ

の治療には医療の基本である多職種

間の連携が不可欠である。

　そこで、WUWHS2012では“Better 

Care, Better Life”をスローガンと

し、学術プログラムを 16 の stream

に分け、現状分析と今後の課題発展

性について討議が行われた（表 1）。

　日本からは医師、看護師、薬剤師

WUWHSを終えて
みえてきたもの

世界の創傷治療の現状と今後の展望

といった医療従事者が数多く参加し

たが、残念なことに海外からの参加

者と英語で討議、交流する場面はあ

まり見られなかった。医師は当然で

あるが、看護師やその他の医療従事

者も今後、国際会議において積極的

に発信し、海外の医療従事者や研究

者などと交流できる国際性を身に付

けてほしいと思っている。

表 1   学術プログラムの 16 Stream

1. Pressure Ulcers

2. Ostomy, Continence & Skin Care

3. Diabetic Foot / CLI / Foot Care

4. Burns, Traumas, Scars and Keloids

5. Complex Wounds, Infection Control 

　& Biofilm

6. Current Status and Perspectives of 

　 Wound Care in Asian and 　　　　　 

　 Developing Countries

7. New Concepts for Wound Treatment

8. Development of Skin Substitutes 　

　 and Wound Dressing Materials

大浦 武彦

医療法人社団  廣仁会
褥瘡・創傷治癒研究所  所長

4th WUWHS名誉会長

9. Tissue Engineering and 　　　　　　

　Regenerative Medicine in Wound 　

　Healing

10. Research

11. Plastic Surgery & Reconstruction

12. Mechanical Forces and Their 　　　   

　   Clinical Influence

13. Leg Ulcers

14. Nutrition

15. Japanese Perspectives

16. Lymphology
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図５  閉会式直後の友人との記念写真
　　 （左から）     小生、Patricia Hebda 先生、Laura Parnell 先生、Allen Holloway 先生

より外傷・創傷の結果を改善するため

の治療法について、Thomas Rose先生

より 21 世紀の視点からの多剤耐性感

染の補助治療について、ご講演いた

だきました。

　本学術会議は実践的創傷治療と理

論・研究との融合にも特色があり、

創傷の発生から再生までに生じる多

くの臨床的問題点や改善点について、

専門家間の垣根を取り払った極めて

活発な交流がありました。

　WHS、ETRS は研究組織として、

Wound Repair and Regeneration

誌を通じて理論構成やEBMに基づい

た臨床ガイドラインなどを報告してい

ますのでご存じの方も多いことと思

います。

　アジアで初めて開かれた4年に１度

の世界規模の WUWHS 学術会議は、

5 日間の熱い議論と温かい親交、熱心

な情報交換の後、9 月 6 日に無事に閉

会式を迎えました。閉会式では、イタ

リア（フィレンツェ）で行われる次期

（第 5 回）学術会議の概要について、

イタリアの Marco Romanelli 先生か

らご講演いただきました（図４）。

　多くの友人達に囲まれ、学術会議

事務総長としての激動の 5 日間に幕

をおろしました（図５）。同時に理事長

として次期開催に向けた新たな一歩

がスタートしました。皆様のご理解と

ご協力をお願い申し上げます。

開 催 地：イタリア（フィレンツェ）
開催時期：2016年 9月27日～10月１日

ＷＵＷＨＳ2016のお知らせ

※詳細は下記webをご参照ください
http://www.wuwhs2016italybid.com/
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